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ヤガの1積 PBCudaletfaBeLIarataの杜の生産

するフェロモンの化学と作用

Chemistry and Function ofa Pheromone

ProducedbytheMaleoftheSouthernArmy･

wormPscudaZcLEascparata.J.R.Clearwater,
I.InsectPhysioL.18,781(1972).

ヤガの 1校 PseudaZctiasebaraLaの雄の hair･

pencilを塩化メチレンで抽 出し,3越のカラムによ

る GLCで分析し,さらに質量分析を行なって,ベン

ツアルデヒドの含有されることを見出した.椎のhair･

pencilにおける盃は,羽化後2.5日目で最高に達し漸

次滅少する.一万,交尾するのは,羽化後4日目が最

も多い.

ベンツアルデヒドの作用は,一定の空気の流れの中

においた 60×6cm の小さい容器に10匹の処女確を入

れて,行動を観察して調べた.雌は,ベンツアルデヒ

ドがあるとじっと動かないものが多くなり.しかも.

客船の両部指のガーゼに薙る.従って,椎のフェロモン

は,静止作用 (arrestant)があるものとみなされる.

(高椛正三)
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